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華
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
国
籍

◆
個
人
と
国
家
の
関
係
を
多
角
的
に
見
る

■
地
球

市

民
的

な

一
面

『
コ
ス

モ
ポ

リ
タ

ン
な
資

本
家

(0
。
ωヨ
8
。耳
磐

○
鋤
豆
け巴
ω
房
)
』
(○
輿
団
○
.
口
凶ヨ
捧
o
目
、

一
九
九
九
)

や

『
柔
軟

な

市

民
権

(固

Φ蝕
ぴ
δ

Ω
欝

Φ
房
霞
b
)
』

(〉
浮
≦
Φ
○
昌
mq
、

一
九
九
九

)
と
喩

え

ら

れ

て
き

た
よ
う

に
、

華

人

は
、
世

界
を

股

に
か
け

る

よ

う

な
柔

軟
な

適

応
力

と

、
自
民

族

で

つ
な

が

っ

た
強
靭

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

に
基

づ
く

、

国
際
的

な
活
躍

で
彩

ら

れ

て
き

た
。

多
く

の
人
が

経
験

し

て

い
る
と

思
う

が
、
海

外

旅
行

に
出

か

け

た
際

、
意

図
も

せ
ず

チ

ャ
イ

ナ

タ
ウ

ン
に
出

く

わ
す

こ
と

が
あ

る
。

そ
れ

ら

の
街

は
、

他
人

を

寄
せ

付
け

な

い
排
他

的
な

エ

ス

ニ
ッ
ク
タ

ウ

ン
と

い
う

よ
り

は
、
む

し

ろ
観

光
地

と

し
て
名

を

馳

せ

て

い
る

こ
と
が
多

い
。

そ
う

し
た

世
界

各

地

の
チ

ャ
イ

ナ
タ

ウ

ン
の
生

成

や
繁
栄

に
も

見

ら

れ
る

よ
う

に
、
華

人

は
世

陳
天
璽

界

各

地

に
根

を

張
り
活

発

な
経
済

活
動

を
行

っ

て

い
る
。

と
き

に
は

、
東

南

ア
ジ

ア
に
見
ら

れ

る
よ

う

に
、
国

家
経

済

の
中
枢
を

牛
耳

る

ほ
ど

の
経

済
力

を
有

す

る
こ
と

も
あ

る
。

そ

の
た

め
か

、

こ
れ
ま

で
華

入

に
焦

点
を

あ

て
た

研
究

は
、

彼

ら

の
民

族
的
紐

帯

の
強

さ
、

新

し

い
環

境

へ
の
適

応
力

の
高

さ
、

広
汎

か

つ

活
発

な
経

済
活

動

の
あ
り

方
を

描

い
た
も

の
が

多

か

っ
た
。
と

き

に

「
中
華

経
済
圏

」

や

「
華

人
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
と
称

さ

れ
た
。
私
自
身

も
、

華
・人
ビ

ジ
ネ

ス

マ
ン
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

ア
イ

デ

ン

テ
ィ

テ

ィ
の
真
相

を
解

明
す

る

べ
く

、
華

人

研
究

に
着

手

し

『華

人

デ
ィ

ア
ス
ポ

ラ
』
(陳
、

二
〇
〇

一
)
に
ま

と

め
た

。

そ

こ

で
、

明

ら
か

と

な

っ
た

こ
と

が
あ

る
。
わ

れ
わ

れ
は

、
し
ば

し

ば
華

人
を

民
族

的

な
紐
帯

で

一
括
り

に
し

が

ち

で
あ

る

が
、
実

は

、
彼

ら
は
華

人
と

し

て
の

ア
イ

デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

み
で
繋

が

っ
て

い
る
の

で
は

な
く

、
む

し

ろ
、
移

民
経
験

ゆ
え

に
多
重

な

ア
イ
デ

ン

テ
ィ

テ
ィ
を
有

し

て
お
り

、
目

的

に
合

わ

せ

そ

れ

ら

を

取

捨

選

択

し

、
多

様

な

人

々
と

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を
築

い
て

い
る
と

こ
と

で
あ

っ
た

。
彼

ら

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

ア
イ

デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
は

、
実

に
可
変

的

で
あ
り

、
確

固

と

し
た
も

の
で
は
な

い
。

そ

の
た
め

、
私

は
、

見
え

て
は

消
え

る
、
自

然

現
象

の
虹

に
喩
え

た
。

■
国

に
基
づ

く
世

界

シ

ス
テ
ム

の
な

か
で

私

が

、

空

に
か

か

っ
た

虹

が

国

々

の
橋

渡

し

に
な

る
と

イ

メ

ー
ジ

し
た

よ
う

に
、

世

界

を

自

由

に
渡

り

歩

く

華

人

の
様

子

を

、

ア
イ

ワ

・
オ

ン
(≧

≦
げ
p
O
p
。q
)
は

「
宇

宙

飛
行

士

」

(9
ωθ呪
○
]ρ
四
da
)
に
喩
え

た

。
華

人

が
世

界
中

を
飛

び

回
り

、
国
家

制

度

や
国
境

(ボ
ー
ダ
i
)
か

ら

自

由

で
あ

る

一
面

を
、

実

に
、
う

ま
く
あ

ら
わ

し

て

い
る
。

し
か

し

一
方

で
、
華

人
が
常

に

国

際

情
勢

、

そ
し

て
国

の
政
治

や
制

度

に
翻

弄

さ

れ

て
き

た
存

在

で
あ

る
こ
と

も
事

実

で
あ

る
。

そ
も

そ
も

、
華

人

の
生
成

、

つ
ま
り

、
彼

ら

が
生
ま

れ

た
土
地

を
離

れ
外

国

に
移
住

し
た

こ

と

、
ま

た

、

一
旦

定
住

し

た
土
地

を
離

れ
再

び

他

の
国

に

移

住

す

る

と

い
う

再

移

民

の
動

き

は
、
彼

ら

の
祖

国

で
あ

る
中
国
大

陸

や
台
湾

の

政
治

変
動

、
ま

た
は

定
住

し

て

い
た

居
住
国

の
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政
策

や
社
会

の
影

響

を
受

け

、
引
き

起

こ
さ

れ

て

い
る
。

た

と
え

ば
、

第

二
次

世
界
大

戦

後

の
中

国

に

お
け

る
国

共
内

戦

の
結

果
、
多

く

の
人

が
故

郷

を

離

れ
各

国

に
離
散

し

た

こ
と

。

一
九
七

〇
年

代

ベ
ト

ナ
ム
戦
争

の
際

、
す

で

に
ベ
ト

ナ

ム
に

定

住

し

て

い
た
華

人

た
ち

が

、
迫
害

や
排

斥

に

遭

い
、
戦
禍

を

逃

れ

ア
メ

リ
カ
や

フ
ラ
ン

ス
な

ど

に
再

び
移

住

し

た

こ
と

。

は
た

ま
た
、

一
九

九
七

年

の
香
港

返

還
を

前

に
、
香

港
在
住

の
多

く

の
華

人

が
、
中

国

返
還

後

の
香
港

の
経

済
的

・

社
会

的
な

不
確

実
性

を

恐

れ
、

カ
ナ
ダ

や
イ

ギ

リ

ス
に
再

移
民

し

た
動
き

な

ど
、

ま
さ

に
華

人

が
国

々
の
政
治

変
動

に
セ

ン
シ

テ
ィ
ブ

で
あ

る

こ
と

を
物

語

っ
て

い
る

。

■

華
人

研
究

に
期

待

す

る
今

後

の

テ
ー

マ

華

入
研

究

で
は
、

歴
史

的
研

究

を
は

じ
め
、

華

人

の
経

済
、

教
育

、

文
化

な
ど

を

テ
ー

マ
と

し

た
研
究

の
蓄

積

が
厚

い
。

し
か

し
、

国

々

の

政

策
、

市
民

権

や

国
籍

問

題
な

ど

政
治

的

・
法

的
な

問
題

を
真

っ
向

か

ら
議

論
し

て
い
る

の
は

『
国

家

と
移

民
』

(
田
中
恭
子

、
二
〇

〇
二
)
が

思

い
当

た

る
ぐ
ら

い
で
あ

り
、

先
行

研
究

は
限

ら

れ

て

い
る
。

中

国
が

世
界

の
な

か

で
ま
す
ま

す
存

在
感

を

拡

大

し

つ
つ
あ

る

一
方

で
、
中

国
が

分
裂
状

態

の
ま
ま

で
あ

る
以
上

、
中

国
大

陸

や
台

湾

の
対

華

僑

政
策

、
居
住

国

の
法

制
度

な
ど

、
彼
ら

を

と

り
ま

く
政

治

的
、
法

的

な
問

題
は

、
彼

ら

の

命

運
を

大
き

く
左

右

す

る
重
要

な

テ
ー

マ
で
あ

る
。こ

れ
ま

で
華
人

を

研
究
対

象

と
し

た
場
合

、

民

族
的

帰
属

が
前

提

に
あ

り
、

そ
れ

が
自
明

、

も

し

く
は

当
然

の
こ
と
と

さ

れ

て
き

た
。

し
か

し
、

オ

リ

ン
ピ

ッ
ク
が

そ

の
よ

い
例

で
あ

る
よ

う

に
、
国

民
国

家
を

基
盤

と

し
た
現

代
社
会

で

は
、

国

の
枠

組

み

に
よ

る
区
分

が
基

本
と
な

っ

て

い
る
。

そ

の
た

め
、

人

の
所

属

は
国
籍

に
依

拠

す

る

こ
と

が
増

え

て

い
る
。

た
と
え

ば
、

国

家

聞

の
移
動

や
身

分

保
障

は
、

所
持

す
る

パ

ス

ポ

ー

ト
や
身

分

証

に
書

か

れ

て

い
る
国
籍

に
依

拠

す

る

の
が

基

本

と

な

っ
て

い
る
。

国

籍

に

よ

っ
て
人

の
権

利
義

務

が
区
分

さ

れ
、
そ

れ
が

民
族
的

帰
属
よ
り

も
実
効

力
を
持

つ
の
で
あ

る
。

重

要
な

の
は
、
華

人
た

ち

の
な
か

に
は

、
重

国
籍

の
人

も

い
れ
ば

、
無

国
籍

の
人
た
ち

も
存

在

す

る
。

国
籍

を
思

い
の
ま
ま

選
択

し

「
宇

宙

飛
行
士

」

の
よ
う

に
自
由

に
越

境
す

る
華
人

が

い
る

一
方

で
、

国

々
の
制
度

の
狭

間

に
落
ち

、

ど

こ
に
も
所

属

せ
ず

、
透

明
人

間

の
よ
う

に
人

と

し

て
十

分
な
権

利

を
享
受

で
き
な

い
人

々
が

い
る
。

こ
う

し

た
研

究
は

、
ま

だ
十
分

に
着
手

さ
れ

て

い
な

い
。

中

国

の
成

長

、
そ

し

て
国

際
情
勢

の
変

動

は
、

華

人

一
人

ひ
と
り

の
ア
イ

デ

ン
テ

ィ
テ
ィ

や
法

的

身
分

に
ど

の
よ
う

な
影
響

を

及
ぼ
す

の
か
。

国

と

い
う
視

点
だ

け

で
捉
え

る
の

で
は
な
く

、

同
時

に
国

が
個

人

に
も
た

ら
す

影
響
力

を
視

野

に
入

れ
、

個
人

と
国

家

の
関
係

を
多
角

的

に
考

察

す

る
必

要
が

あ

る
。
換

言
す

れ
ば
華

人
た

ち

の
個

人
史

と

い
う

ミ
ク

ロ
な
歴

史
を
紡

ぎ
な

が

ら
、

彼
ら

の

マ
ク

ロ
な
世

界
観

を
透
析

す

る
よ

う

な

研
究

が
、
求

め

ら
れ

て

い
る
。

*
陳
天
璽

(チ

ェ
ン

・
テ
ィ
エ
ン
シ
/
ち
ん

・
て
ん

じ
)
国
立
民
族
学
博
物
館
准
教
授
。
文
化
人
類
学
、

国
際
政
治
経
済
学

(華
僑
華
人
、無
国
籍
者
)
専
攻
。

論
著

に

『華
人

デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
』

(明
石
書
店
、
二

〇
〇

一
年
)
、
『無
国
籍
』
(新
潮
社
、
二
〇
〇
五
年
)
、

『
忘
れ
ら

れ
た
人

々
ー

日
本

の

「
無
国
籍
」
者
』

(編

著

、

明

石
書

店

、

二
〇

一
〇
年

)
ほ

か
。
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